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大
規
模
な
水
害
を
経
験
し

た
市
町
村
に
よ
る
水
害
サ
ミ

中
環
審
は
平
成
二
十
二
年

に
環
境
省
へ
の
答
申
と
し
て

推
進
戦
略
を
策
定
。
気
候
変

ッ
ト
が
六
月
九
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
毎
日
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
。
太
田
昭
宏
国
土

交
通
相
・
水
循
環
政
策
担
当

相
ら
が
出
席
し
、
地
域
を
守

る
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
活
発
な
意
見
交
換

を
繰
り
広
げ
た
。

動
へ
の
対
応
な
ど
環
境
研
究

・
技
術
開
発
の
果
た
す
役
割

は
一
段
と
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
昨
年
七
月
に
意
見
具

申
を
行
い
、
新
戦
略
に
よ
る

低
炭
素
・
資
源
循
環
・
自
然

共
生
政
策
の
統
合
的
ア
プ
ロ

ー
チ
を
求
め
て
い
た
。

素
案
に
よ
る
と
、
重
点
課

題
の
統
合
領
域
で
は
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
・
理
念
を
明
示
す

る
と
と
も
に
、
国
民
の
価
値

同
サ
ミ
ッ
ト
は
治
水
へ
の

思
い
を
語
り
合
い
、
経
験
か

ら
得
た
教
訓
を
全
国
へ
発
信

す
る
と
と
も
に
、
防
災
・
減

災
の
観
点
か
ら
提
言
を
行

う
。
平
成
十
七
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
今
年
で
十
一
回
目

を
迎
え
た
。

観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変

国
土
審
議
会
は
六
月
五

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済

産
業
省
別
館
で
第
十
回
計
画

部
会
（
部
会
長
・
奥
野
信
宏

中
京
大
学
総
合
政
策
学
部
教

授
）
を
開
き
、
新
国
土
形
成

当
日
は
全
国
の
十
八
市
町

村
長
が
出
席
。
実
行
委
員
会

発
起
人
代
表
の
國
定
勇
人
新

潟
県
三
条
市
長
に
続
い
て
太

田
国
交
相
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
集
中
的
・
局
地
的
・
激

甚
的
水
害
が
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
に
備
え
、
災
害
に

革
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。
ま
た

環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た

計
画
と
第
五
次
国
土
利
用
計

画
の
最
終
報
告
案
を
ま
と
め

た
。
健
全
な
水
循
環
の
維
持

・
回
復
へ
水
の
適
正
・
有
効

な
利
用
を
促
進
し
て
い
く
。

都
道
府
県
・
政
令
市
の
ヒ
ア

対
応
で
き
る
国
土
づ
く
り
に

尽
力
し
て
い
く
。
実
り
あ
る

議
論
を
展
開
し
、
水
害
被
害

の
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き

新
た
な
技
術
シ
ー
ズ
（
可
能

性
）
の
発
掘
・
活
用
や
災
害

・
事
故
に
伴
う
環
境
問
題
に

対
応
し
た
研
究
・
技
術
開
発

を
推
進
す
る
。

低
炭
素
領
域
で
は
低
炭
素

で
気
候
変
動
に
柔
軟
に
対
応

す
る
持
続
可
能
な
シ
ナ
リ
オ

づ
く
り
、
気
候
変
動
の
緩
和

策
・
適
応
策
に
関
す
る
研
究

・
技
術
開
発
、
地
球
温
暖
化

現
象
の
解
明
・
予
測
・
対
策

評
価
な
ど
を
行
う
。

資
源
循
環
領
域
で
は
３
Ｒ

を
推
進
す
る
技
術
・
社
会
シ

ス
テ
ム
の
整
備
、
廃
棄
物
の

適
正
処
理
と
処
理
施
設
の
長

寿
命
化
・
機
能
向
上
を
図
る

研
究
・
技
術
開
発
、
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
廃
棄
物
か
ら
の
エ

リ
ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
七
月
下
旬

か
ら
八
月
上
旬
を
め
ど
に
閣

議
決
定
を
行
う
。

新
国
土
形
成
計
画
の
最
終

報
告
案
で
は
分
野
別
施
策
と

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
松

田
喬
和
毎
日
新
聞
社
特
別
顧

問
の
あ
い
さ
つ
、
大
西
亘
国

交
省
治
水
課
長
の
現
状
報
告

の
あ
と
①
地
域
を
守
る
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
②
水
害

に
備
え
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
防
災
行
動
計
画
）
の
策
定

③
災
害
対
策
支
部
機
能
の
維

持
向
上
へ
の
取
り
組
み
―
―

の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
中
貝
宗

治
兵
庫
県
豊
岡
市
長
に
よ
る

事
例
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

ネ
ル
ギ
ー
回
収
を
促
進
す
る

技
術
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

め
ざ
す
。

自
然
共
生
領
域
で
は
生
物

多
様
性
の
保
全
を
も
た
ら
す

科
学
的
知
見
の
充
実
・
研
究

・
技
術
開
発
、
森
・
里
・
川

・
海
の
つ
な
が
り
の
保
全
・

再
生
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

持
続
的
な
利
用
に
向
け
た
研

究
・
技
術
開
発
な
ど
に
力
を

入
れ
る
。

安
全
確
保
領
域
で
は
化
学

物
質
な
ど
の
包
括
的
な
リ
ス

ク
評
価
・
管
理
に
関
す
る
研

究
、
大
気
・
水
・
土
壌
な
ど

の
環
境
管
理
・
改
善
を
図
る

対
策
技
術
の
高
度
化
と
評
価

・
解
明
に
関
す
る
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
だ
。

し
て
地
域
の
整
備
、
産
業
、

文
化
・
観
光
、
交
通
・
情
報

通
信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
、
国
土
基
盤
ス
ト
ッ
ク
、

防
災
・
減
災
、
国
土
資
源
・

海
域
、
環
境
保
全
・
景
観
形

成
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
共

助
社
会
づ
く
り
な
ど
を
打
ち

出
し
た
。
と
く
に
水
の
適
正

・
有
効
な
利
用
の
促
進
で
は

水
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
安
全
で

良
質
な
水
の
確
保
、
水
害
・

危
機
的
渇
水
へ
の
対
応
、
水

イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的
維
持
管

理
・
更
新
な
ど
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
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太田国交相

中
央
環
境
審
議
会
総
合
政
策
部
会
は
六
月
二
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
五
号
館
で
第
十
五
回
「
環

境
研
究
・
技
術
開
発
推
進
戦
略
専
門
委
員
会
」
（
委
員
長
・
安
井
至
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
名

誉
教
授
）
を
開
き
、
新
推
進
戦
略
の
答
申
素
案
と
し
て
今
後
五
年
間
の
重
点
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。
低
炭
素
、

資
源
循
環
、
自
然
共
生
、
安
全
確
保
に
加
え
、
新
た
に
統
合
領
域
を
設
け
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
。
七
月
下
旬
に
正
式
に
答
申
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。
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中環審専門委で検討

計画部会が最終報告案


